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～伝統行事「山日待」～  小玉川地区 
　狩猟などの安全と恵みを願う「山日待」が、２月１１日、飯豊梅花
皮荘で行われました。山の神は、嫉妬深く醜い女の神といわれるた
め、準備や神事は男性が中心。神前には、豊かな恵みの象徴として
カラコを供えます。行事では地元の男性たちが、供え物のカラコを
作るために、ていねいに米を砕き、ふるいをかけていました。 

おらほの 
む ら 
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1/27

碁
盤
に
む
か
い
腕
を
競
う

新
春
囲
碁
大
会

　１月２７日、町社会福祉協議会（須貝新二
会長）が主催する囲碁大会が、老人福祉セ
ンターで行われました。これは、冬でも家
に引きこもらないようにと、年配のかたを
対象に、毎年企画されているものです。
　当日は、囲碁の愛好家や腕自慢などが参
加し、２人１組になって対戦。腕を組みな
がら真剣な眼差しで碁盤に向かっていまし
た。また勝負がついた時には、談笑したり、
教え合ったりしながら、仲間との親睦を深
めていました。

　大豆をすりつぶした「呉（ご）」を使って
新たな商品開発に取り組んでいる町商工会青
年部（渡辺重信部長）が、２月２３日、ショッ
ピングセンターアスモで、呉を使った料理な
どの試食会を行いました。
　試食会には、呉と豆乳を使った野菜たっぷ
りの鍋料理が出品されました。このほか、呉
入りの大福をパイ生地で包んだお菓子が試験
販売されました。会場では、味や見た目など
についてのアンケートも行われ、今後、商品
開発に活かされることとなります。

2/23 「呉」を使って商品開発
商工会が呉汁とお菓子の試食会

　小国山岳会（�橋健二会長）主催の町民登山
が、２月２日、伊佐領地区の百石山（５９８．８ｍ）
で行われました。参加した約４０人は、背丈ほど
もある雪を踏みしめながら山に登りました。
　山頂では、雪のテーブルやイスが作られ、山
岳会メンバーが持参した炭などで、焼き肉やカ
モ鍋が振る舞われました。下山時には、ビーコ
ン（雪崩埋没者救助装置）を使った訓練が実施
され、参加者は、雪山を楽しんだばかりでなく、
その安全な楽しみ方を学んでいました。

2/2 雪山の楽しみ方を学ぶ
百石山への町民登山
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　北部小学校で、２月１５日、春から入
学する予定の年長児を対象に、１日体
験入学が行われました。入学予定の６
人は、先輩の１・２年生から、自己紹
介や楽器の演奏などのオリエンテー
ションをとおして、学校での生活の様
子や、季節の行事などを教えてもらっ
ていました。
　この１日体験入学は、４月からの学
校生活の不安を解消し、学校の楽しさ
を知ってもらうため、新入生を迎える
すべての小学校で行われています。

　

ふ
だ
ん
は
野
球
部
に
所
属
し
、
冬
期
間
は
ス

キ
ー
に
専
念
し
て
い
ま
す
。
東
北
大
会
で
２
位

に
な
っ
た
時
は
、
気
持
ち
よ
く
滑
走
で
き
ま
し

た
。
思
っ
て
い
た
よ
り
良
い
成
績
で
、
少
し
驚

き
ま
し
た
。
で
も
全
国
大
会
で
は
、
当
日
の
雪

質
が
悪
く
て
、
う
ま
く
ス
ピ
ー
ド
に
乗
る
こ
と

が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
大
会
で
は
、
滑
る
ラ

イ
ン
が
勝
負
を
大
き
く
左
右
し
ま
す
。
ト
ッ
プ

選
手
を
見
る
と
、
自
分
の
ラ
イ
ン
と
違
う
と
こ

ろ
が
あ
る
の
で
、
何
度
も
ビ
デ
オ
を
見
て
研
究

し
て
い
ま
す
。
そ
の
ほ
か
会
場
ご
と
に
雪
質
が

違
う
の
で
、
雪
温
な
ど
に
合
わ
せ
た
ワ
ッ
ク
ス

選
び
も
重
要
で
す
。

　

難
し
い
斜
面
に
ポ
ー
ル
が
立
っ
て
い
る
の
を

見
る
と
、
緊
張
し
て
不
安
に
な
る
時
も
あ
り
ま

す
。
で
も
、
ポ
ー
ル
を
上
手
く
通
過
で
き
た
時

は
と
て
も
う
れ
し
く
な
り
ま
す
。
そ
し
て
、
何

よ
り
滑
っ
て
い
る
時
の
ス
ピ
ー
ド
感
が
、
と
て

も
大
好
き
で
す
。
来
年
は
、
も
っ
と
上
を
目
指

し
て
い
け
る
よ
う
に
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

� �������������������������������������������������������������
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　２月１４日、幸町老人クラブ（�橋榮次会
長）によるわらじ作り講習会が、総合セン
ターで行われました。老人クラブの講師４
人が指導にあたり、約１０人の参加者は、わ
らじ作りや、わらじの半分程度の大きさの
足半（あしなか）作りに挑戦し、さまざま
な色や大きさの力作が完成していました。
　幸町老人クラブでは、昔ながらの伝統を
伝え、わらの肌触りに親しんでもらうため、
このような講習会を定期的に行っているほ
か、冬期間に会員らが作った足半を、保育
園に寄贈する活動などを行っています。

伝統の 手  業 を伝える
て わざ

幸町老人クラブわらじ作り講習会

ー この人に聞く ー ー この人に聞く ー 

雪
原
の
ス
ピ
ー
ド
感
に

ワ
ク
ワ
ク

小国中学校２年

玉垣　智裕 さん

2/14

東
北
中
学
校
ス
キ
ー
大
会
２
位
（
回
転
）

全
国
中
学
校
ス
キ
ー
大
会
出
場

2/15 小学校ってどんなとこ？
年長児の１日体験入学
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地
域
の
現
状
と

人
口
減
少
時
代
へ
の
対
応

　

日
本
の
総
人
口
は
、
平
成
十
七

年
に
ピ
ー
ク
を
む
か
え
、
国
の
予

測
よ
り
一
年
早
く
減
少
に
転
じ
ま

し
た
。
人
口
構
成
の
構
造
的
な
変

化
は
、
特
に
、
地
方
に
お
い
て
、

集
落
の
活
力
や
伝
統
文
化
の
継
承
、

農
地
の
保
全
な
ど
、
生
活
の
さ
ま

ざ
ま
な
面
に
大
き
な
影
響
を
与
え
、

新
た
な
課
題
も
生
じ
て
き
て
い
ま

す
。

　

し
か
し
一
方
で
、
町
内
を
舞
台

に
、
新
た
に
風
習
や
民
俗
文
化
を

掘
り
起
こ
し
、
地
域
づ
く
り
の
資

源
と
し
て
活
用
し
て
い
こ
う
と
す

る
住
民
主
体
の
取
り
組
み
が
、

次
々
と
生
ま
れ
て
い
ま
す
。

地
域
づ
く
り
の
一
歩
は

ま
ず
地
域
を
知
る
こ
と
か
ら

〜
大
宮
ふ
る
さ
と
塾
〜

　

大
宮
ふ
る
さ
と
塾
（
小
関
佳
雄

会
長
）
は
、
地
域
づ
く
り
を
目
的

と
し
て
、
平
成
十
八
年
に
組
織
さ

れ
、
大
宮
・
宮
の
台
地
区
や
、
そ

の
周
辺
の
増
岡
、
西
の
か
た
が
た

を
中
心
に
、
育
成
会
な
ど
も
一
体

と
な
っ
て
、
活
動
し
て
い
ま
す
。

設
立
以
前
か
ら
、
地
域
行
事
な
ど

を
中
心
に
、
地
域
資
源
の
掘
り
起

地
域
づ
く
り
の

新
た
な
胎
動
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〜
課
題
の
共
有
と
実
践
〜
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こ
し
活
動
は
し
て
い
ま
し
た
が
、

次
第
に
、
広
く
参
加
者
を
募
り
講

座
を
開
催
す
る
な
ど
、
発
展
的
な

取
り
組
み
を
行
う
よ
う
に
な
っ
て

き
た
も
の
で
す
。
本
年
度
は
、
そ

れ
ぞ
れ
内
容
や
対
象
者
を
変
え
、

工
夫
し
な
が
ら
、
地
域
資
源
を

テ
ー
マ
と
し
た
講
座
な
ど
を
三
回

ほ
ど
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

昨
年
十
一
月
に
は
、「
町
民
の
森

体
験
と
森
の
学
習
会
」
と
し
て
、

実
際
に
山
を
歩
き
な
が
ら
、
姥
杉

な
ど
を
見
学
し
た
り
、
多
く
の
子

ど
も
た
ち
も
参
加
し
て
、
き
の
こ

の
収
穫
体
験
や
、
菌
打
ち
体
験
を

企
画
。
地
域
住
民
が
育
て
た
原
木

な
め
こ
を
提
供
す
る
な
ど
、
地
域

と
塾
の
参
加
者
が
一
体
と
な
っ
て

活
動
し
て
い
ま
す
。
ま
た
一
月
二

十
六
日
に
は
、「
地
域
の
助
け
合
い

の
歴
史
」
に
焦
点
を
あ
て
、
珍
し

い
風
習
と
し
て
最
近
ま
で
残
っ
て

い
た
産
屋
の
歴
史
を
ふ
り
返
る
講

座
を
開
催
し
ま
し
た
。
出
産
経
験

の
あ
る
地
元
の
か
た
が
た
を
講
師

に
迎
え
て
、
安
産
・
子
育
て
に
つ

い
て
住
民
の
信
仰
が
深
い
「
大
宮

神
社
」
と
の
精
神
的
な
つ
な
が
り

や
、
地
域
内
で
の
助
け
合
い
の
仕

組
み
に
つ
い
て
学
び
、
当
時
の
家

庭
事
情
や
、
歴
史
背
景
に
つ
い
て

理
解
を
深
め
ま
し
た
。

　

こ
の
ほ
か
、「
そ
ば
」
を
テ
ー
マ

に
地
域
お
こ
し
に
取
り
組
も
う
と
、

今
年
度
は
、
そ
ば
の
生
産
に
も
挑

戦
し
、
そ
ば
打
ち
講
習
会
も
行
わ

れ
て
い
ま
す
。

　

大
宮
ふ
る
さ
と
塾
で
は
、
こ
れ

ま
で
あ
っ
た
地
域
資
源
や
、
気
付

か
な
か
っ
た
地
域
の
宝
に
、
違
っ

た
視
点
か
ら
ス
ポ
ッ
ト
を
あ
て
、

地
域
づ
く
り
に
活
か
そ
う
と
し
て

い
ま
す
。
体
験
型
の
講
座
を
中
心

に
、
子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
、

地
区
に
と
ら
わ
れ
ず
、
広
く
人
材

を
募
り
な
が
ら
、
新
し
い
絆
づ
く

り
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

伝
統
食
材
で
、農
業
の
未
来
と

健
康
な
暮
ら
し
を
守
る

〜
お
ぐ
に
五
穀
の
会
〜

　

お
ぐ
に
五
穀
の
会
（
渡
部
茂
雄

代
表
）
は
、
雑
穀
と
よ
ば
れ
る
昔

な
が
ら
の
食
材
を
テ
ー
マ
に
地
域

お
こ
し
に
取
り
組
む
団
体
で
、
生

産
や
加
工
、
販
売
な
ど
の
各
分
野

か
ら
の
人
材
が
集
ま
り
、
組
織
さ

れ
て
い
ま
す
。
雑
穀
と
は
、
一
般

的
に
米
と
麦
以
外
の
穀
類
（
ヒ
エ
、

ア
ワ
、
キ
ビ
な
ど
）
を
指
し
て
い

ま
す
。
お
ぐ
に
五
穀
の
会
で
は
、

こ
れ
ら
を
地
域
の
食
卓
と
結
び
つ

け
な
が
ら
、
健
康
な
暮
ら
し
づ
く

り
の
た
め
の
活
動
を
行
っ
て
い
ま

す
。
雑
穀
は
、
米
に
比
べ
て
食
物

�����������

�������	�

　地域をつくるには、まず、人材をつくることが
大切だと思います。大宮ふるさと塾では、これま
で「灯台下暗し」の言葉どおり、地域の魅力や歴
史などについて、身近すぎて見えなかったものや、
意識していなかったテーマに焦点をあてて、深く
掘り下げる活動を進めています。地域のかたがた
に協力をいただきながら、時には先生として、時
には生徒として、参加してもらっています。設立
から３年目をむかえ、今は、これまで勉強してき
た計画などを実践に移している時期です。年間計
画や会員からの提案によって、大きな姥杉や町民
の森の遊歩道、きのこなど、地域の資源に目を向
けて、活力ある地域づくりに、これからも取り組
んでいきます。今は、軌道に乗りつつある活動を
継続していくことを第一に、無理のない取り組み
を心がけ、勉強しながら楽しみを見つけています。
　当初考えていたよりも、目に見えない裏方の仕
事も多いですが、お年寄りにパワーを借りながら、
少しずつ成果を積み重ねているところです。また、
地域のかたがたが協力し合う姿こそ最も大きな成
果であり、その気持ちが絆や人材を育てていくも
のだと思います。

大宮ふるさと塾
実行委員長
　小関佳雄さん（大宮）
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繊
維
や
鉄
分
、
マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
な

ど
を
多
く
含
む
た
め
、
今
、「
自
然

の
サ
プ
リ
メ
ン
ト
」
と
し
て
注
目

さ
れ
て
き
て
い
ま
す
。
特
に
、
今
、

話
題
と
な
っ
て
い
る
メ
タ
ボ
リ
ッ

ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
に
代
表
さ
れ
る

よ
う
な
健
康
づ
く
り
や
、
食
の
安

全
・
安
心
な
ど
、
住
民
の
関
心
の

高
ま
り
と
と
も
に
、
そ
の
需
要
が

高
ま
っ
て
き
て
い
ま
す
。
雑
穀
は
、

土
地
を
選
ば
ず
、
か
ん
が
い
用
水

な
ど
の
手
間
が
か
か
ら
な
い
こ
と

か
ら
、
生
産
規
模
も
徐
々
に
拡
大

し
て
き
て
い
ま
す
。
乾
燥
・
脱
穀

し
た
も
の
を
袋
詰
め
す
る
だ
け
で

は
な
く
、
粉
末
に
し
た
り
、
さ
ら

おぐに五穀の会では、各種料理教室などでも積極的に
講師を務めている

に
食
べ
や
す
さ
を
追
求
し
て
、
粉

の
挽
き
か
た
を
工
夫
す
る
な
ど
、

付
加
価
値
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

　

昨
年
十
一
月
に
行
わ
れ
た
鍋
ま

つ
り
で
は
、
モ
チ
ア
ワ
と
タ
カ
キ

ビ
を
使
っ
た
鍋
を
出
品
し
、
鍋
将

軍
の
称
号
を
獲
得
し
て
い
ま
す
。

会
で
は
、
地
域
の
食
文
化
と
し
て

定
着
さ
せ
る
た
め
、
町
内
の
団
体

や
企
業
な
ど
と
連
携
し
な
が
ら
、

新
た
な
メ
ニ
ュ
ー
の
開
発
も
進
め

て
い
ま
す
。

　
歴
史
か
ら
地
域
課
題
を
考
え
る

〜
大
学
生
に
よ
る
地
域
研
究
〜

　　

小
国
町
は
、
か
つ
て
典
型
的
な

山
村
集
落
で
し
た
が
、
近
代
化
の

波
を
受
け
な
が
ら
、
製
造
業
を
は

じ
め
と
す
る
中
核
企
業
の
立
地
な

ど
に
よ
り
、
次
第
に
農
工
一
体
の

就
業
構
造
に
変
化
し
て
き
ま
し
た
。

ま
た
、
町
村
合
併
や
、
度
重
な
る

自
然
災
害
か
ら
の
復
興
、
立
地
特

性
を
活
か
し
た
地
域
づ
く
り
の
展

雑穀は、稲作のように機械化されていないため作業の
多くが手作業

�������	�

�������	�

　おぐに五穀の会は、平成１６年に行われた雑穀
フォーラムをきっかけに、当時集まったメンバー
が中心になって結成されたものです。さまざま
な分野から、雑穀の普及拡大に賛同するかたが
集まり、役割分担をして個々ができることをし
てもらっています。雑穀によって、地域の農地
を守りながら、町を売り込み多くのかたに知っ
てもらうことで、町おこしになればと思い活動
しています。
　生産過程の多くが手作業なので、特に稲作と
重なる時期には、関心のあるかたなどに手伝っ
てもらい作業を行っています。「人手が必要」
というデメリットを、「新たな交流・生きがい
づくりの場」というメリットととらえることで、
地域の活性化にもつながっています。大量生産・
大量消費という形ではなく、少量であっても継
続しながら、そして農作物へのこだわりを持ち
ながら、雑穀に対する理解を広め、新たな食文
化の土台づくりを進めていきたいです。
　食べればすぐに健康になるというものではあ
りませんが、収穫された雑穀が食卓にのぼり、
みなさんが、現代の食文化を見つめ直すきっか
けになってほしいと願っています。

おぐに五穀の会
代表　渡部茂雄さん
　　　（岩井沢）
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開
な
ど
、
独
自
の
生
活
文
化
を
築

き
あ
げ
て
い
ま
す
。
本
町
に
お
け

る
こ
う
し
た
歴
史
や
住
民
生
活
の

変
化
、
そ
し
て
現
在
抱
え
て
い
る

地
域
課
題
を
、
さ
ま
ざ
ま
な
角
度

か
ら
調
査
し
、
新
た
な
地
域
づ
く

り
に
結
び
つ
け
て
い
く
た
め
の
研

究
が
、
多
く
の
地
元
大
学
生
ら
に

よ
っ
て
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

特
に
、
東
北
芸
術
工
科
大
学
歴

史
遺
産
学
科
の
田
口
洋
美
教
授
と

そ
の
研
究
班
は
、「
生
業
」
や
「
伝

統
」
な
ど
に
着
目
し
て
、
集
落
の

歴
史
を
掘
り
起
こ
し
な
が
ら
、
こ

れ
ま
で
の
変
遷
を
分
析
す
る
活
動

を
、
町
内
各
地
で
行
っ
て
い
ま
す
。

二
月
五
日
に
は
、
田
口
教
授
と
十

五
人
の
学
生
が
、
徳
網
活
性
化
施

設
に
約
一
週
間
泊
ま
り
込
み
、
北

部
地
区
の
住
民
へ
の
聞
き
取
り
調

査
や
、
地
元
マ
タ
ギ
と
と
も
に
雪

山
で
の
ウ
サ
ギ
狩
り
を
体
験
し
ま

し
た
。
最
近
で
は
、
学
生
を
中
心

と
し
て
、
町
内
の
「
炭
焼
き
」
を

「航空写真には人の暮らしの変化が如実に現われている」と語る田口教授。
フィールドワークに先立ち、学生らとともに年代別の航空写真を見比べて、
時代ごとの生活の変化を分析

テ
ー
マ
と
し
た
映
画
撮
影
に
取
り

組
む
な
ど
、
本
町
の
特
色
あ
る
素

材
を
取
り
上
げ
た
研
究
が
行
わ
れ

て
い
ま
す
。

　

来
年
度
は
、
こ
れ
ま
で
の
地
域

調
査
に
加
え
、
森
林
セ
ラ
ピ
ー
を

柱
と
し
た
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
研

究
や
、
南
部
地
区
を
舞
台
と
し
た

地
域
振
興
の
方
策
に
つ
い
て
、
町

や
地
元
住
民
と
連
携
を
図
り
な
が

ら
研
究
を
進
め
て
い
く
こ
と
と
し

て
い
ま
す
。
田
口
教
授
は
、

「
暮
ら
し
に
身
近
な
伝
統
や
文
化
、

土
地
利
用
の
変
化
は
、
そ
の
時
々

の
経
済
の
影
響
を
色
濃
く
受
け
て

き
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
歴
史
は
、

地
域
の
か
た
の
記
憶
の
な
か
で
漠

然
と
眠
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
ら
を

引
き
出
し
、
生
活
文
化
が
変
化
し

て
き
た
原
因
を
明
ら
か
に
し
て
い

く
こ
と
が
、
私
た
ち
の
使
命
で
あ

り
、
地
域
課
題
の
解
決
に
も
つ
な

が
る
と
考
え
て
い
ま
す
」
と
話
し

て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
ほ
か
、
県
内
の
大
学
や
短

期
大
学
な
ど
十
一
の
教
育
機
関
で

構
成
す
る
「
大
学
コ
ン
ソ
ー
シ
ア

ム
や
ま
が
た
」
で
は
、
本
年
度
、

本
町
を
会
場
に
、
地
域
づ
く
り
セ

ミ
ナ
ー
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
の

取
り
組
み
で
は
、
大
学
な
ど
の
知

的
資
源
を
地
域
の
発
展
に
活
か
す

調
査
が
進
め
ら
れ
、
三
月
に
も
、

三
回
目
と
な
る
セ
ミ
ナ
ー
が
開
催

さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。

気
付
き
、学
び

地
域
づ
く
り
の
新
た
な
時
代
へ

　

今
回
紹
介
し
た
ほ
か
に
も
、
農

業
や
商
業
、
観
光
面
で
も
地
域
資

源
を
活
か
し
た
住
民
主
体
の
地
域

づ
く
り
が
展
開
さ
れ
て
い
ま
す
。

地
域
振
興
を
図
る
た
め
の
さ
ま
ざ

ま
な
視
点
か
ら
の
研
究
も
活
発
に

行
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
取

り
組
み
は
、
ひ
ざ
を
突
き
合
わ
せ

て
夢
を
語
る
段
階
か
ら
、
そ
の
実

現
に
向
け
て
、
具
体
的
な
活
動
や

体
験
を
と
お
し
て
、
広
い
つ
な
が

り
が
生
ま
れ
て
き
て
い
ま
す
。

　

町
で
は
、
か
つ
て
の
ム
ラ
づ
く

り
の
姿
を
素
地
に
、
こ
れ
ま
で
の

伝
統
や
文
化
を
継
承
し
、
新
た
な

時
代
に
ふ
さ
わ
し
い
地
域
づ
く
り

が
進
め
ら
れ
る
よ
う
、
地
域
活
力

や
交
流
の
創
造
に
む
け
て
、
今
後

も
、
生
涯
学
習
や
産
業
振
興
な
ど

テ
ー
マ
に
応
じ
た
主
体
的
な
取
り

組
み
を
支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

昨年は小玉川伝統行事「かっきり
祭り」にも参加し、情報交換

ウサギ狩りを終えた学生たちは、
下処理の様子なども記録していた
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困
難
な
環
境
の
下
で
医
療
に
従

事
す
る
人
を
た
た
え
る
「
第
三
十

六
回
医
療
功
労
賞
」（
読
売
新
聞
社

主
催
）
に
、
町
立
病
院
の
阿
部
吉

弘
院
長
が
選
ば
れ
、
二
月
一
日
、

役
場
で
表
彰
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

阿
部
氏
は
、
地
域
に
根
ざ
し
た

医
療
を
実
現
す
る
た
め
、
平
成
四

年
度
か
ら
、
訪
問
看
護
・
診
療
を

継
続
さ
れ
て
き
て
い
ま
す
。
ま
た
、

「
癒
し
の
園
」で
は
、保
健
・
医
療
・

福
祉
・
介
護
の
包
括
ケ
ア
サ
ー
ビ

ス
実
践
の
中
心
的
役
割
を
果
た
さ

れ
て
い
ま
す
。

阿部院長に医療功労賞

井
上
紀
夫
読
売
新
聞
山
形
支
局
長
か
ら

表
彰
状
を
受
け
取
る
阿
部
院
長

　

故
今
秀
男
さ
ん
（
平
成
十
九

年
十
一
月
二
十
八
日
死
去
）
は
、

昭
和
三
十
二
年
に
玉
川
小
学
校

教
諭
に
な
ら
れ
た
後
、
町
内
の

各
小
学
校
・
中
学
校
な
ど
で
教

壇
に
立
た
れ
、
昭
和
五
十
八
年

に
は
叶
水
中
学
校
教
頭
、
平
成

三
年
か
ら
は
白
沼
小
中
学
校
校

長
を
務
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
退
職
後
は
、
社
会
教
育

指
導
員
と
し
て
、
社
会
教
育
の

推
進
に
努
め
ら
れ
、
平
成
八
年

に
は
教
育
相
談
員
と
し
て
、
教

育
行
政
の
発
展
に
尽
力
さ
れ
ま

し
た
。

２月１８日、叙勲はご遺族に手渡されました

　

白
い
森
子
ど
も
体
験
教
室
「
お

ぐ
に
の
冬
遊
び
」
が
、
一
月
二
十

六
日
、
町
民
広
場
周
辺
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
当
日
は
十
四
人
の
小

学
生
が
、
昔
か
ら
親
し
ま
れ
て
き

た
冬
の
遊
び
を
テ
ー
マ
に
、
ド
フ

ラ
と
呼
ば
れ
る
落
と
し
穴
づ
く
り

や
、
ク
ル
ミ
殻
の
ロ
ウ
ソ
ク
づ
く

り
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
総

合
セ
ン
タ
ー
前
で
は
、
雪
雛
づ
く

り
が
行
わ
れ
、
子
ど
も
た
ち
は
、

完
成
し
た
雪
雛
を
ナ
ン
テ
ン
な
ど

で
飾
り
付
け
ま
し
た
。

　

一
月
二
十
四
日
か
ら
二
月
五
日

ま
で
、
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

ア
ス
モ
で
、
小
中
学
生
や
高
校
生

が
取
り
組
ん
で
き
た
、
白
い
森
学

習
の
内
容
を
紹
介
す
る
ポ
ス
タ
ー

展
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

小
中
高
一
貫
教
育
の
取
り
組
み

と
し
て
進
め
ら
れ
て
い
る
白
い
森

学
習
は
、
総
合
的
な
学
習
の
時
間

な
ど
を
利
用
し
て
行
わ
れ
る
「
地

域
学
習
」
で
す
。
期
間
中
は
、
多

く
の
か
た
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
学
習

の
成
果
に
見
入
っ
て
い
ま
し
た
。

�
�
�
�
�
�
�
	
�


�

�
�
�
�
�
�
�
	


�

�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
	
�

故 今 秀男さん（舟渡）に瑞宝双光章

子どもや孫の学習成果に多くのかたが足を止めていました

小国っ子は、雪の中でも元気いっぱい
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小
国
町
長　

小
野
精
一

町
長
室
か
ら

町町
長
室
長
室
かか
らら

　

過
日
、
新
年
度
予
算
の
編
成
作

業
を
終
え
そ
の
概
要
を
町
議
会
に

説
明
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

行
財
政
改
革
を
進
め
な
が
ら
、

効
果
的
な
施
策
の
構
築
と
経
営
的

視
点
に
立
っ
た
予
算
の
配
分
に
努

め
た
結
果
、
平
成
二
十
年
度
の
町

会
計
予
算
案
の
総
額
は
、
九
十
五

億
九
千
百
十
六
万
円
と
な
り
、
前

年
度
に
比
べ
て
一
〇
％
の
減
と
な

り
ま
し
た
。
こ
の
う
ち
一
般
会
計

は
、
五
十
一
億
九
千
万
円
と
な
り
、

前
年
対
比
四
・
三
％
減
の
緊
縮
型

予
算
と
な
り
ま
し
た
。

　

詳
し
く
は
、
三
月
定
例
議
会
に

上
程
し
、
審
査
決
定
を
い
た
だ
い

た
後
に
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

　

さ
て
町
で
は
、
今
冬
の
異
常
降

雪
に
対
処
す
る
た
め
、
去
る
二
月

二
十
六
日
に
臨
時
議
会
を
開
催
し

て
、
除
排
雪
経
費
を
追
加
い
た
し

ま
し
た
。
県
内
で
は
、
雪
に
よ
る

事
故
が
多
発
し
て
お
り
ま
す
の
で
、

除
排
雪
作
業
に
は
、
十
分
注
意
し

て
く
だ
さ
い
。

　

平
成
十
九
年
度
小
国
町
よ
い
歯

の
コ
ン
ク
ー
ル
が
行
わ
れ
、
審
査

の
結
果
、
町
内
の
三
歳
児
の
中
か

ら
、
次
の
六
人
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

受
賞
者
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
に
表
彰

状
と
記
念
品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

よ
い
歯
の
コ
ン
ク
ー
ル
は
、
健

康
で
丈
夫
な
体
づ
く
り
の
基
本
で

あ
る
歯
を
大
切
に
し
よ
う
と
、
健

診
時
の
問
診
や
、
歯
科
診
察
の
結

果
、
虫
歯
が
な
く
、
き
れ
い
な
歯

を
保
っ
て
い
る
町
内
の
三
歳
児
を

表
彰
す
る
も
の
で
す
。

【
受
賞
者
】

栗
田
音
波
さ
ん

櫻
井
優
斗
く
ん

横
山
康
生
く
ん

成
松　

翼
く
ん

佐
藤
颯
斗
く
ん

片
桐
陽
向
く
ん

「
よ
い
歯
の
コ
ン
ク
ー
ル
」

き
れ
い
な
歯
の
三
歳
児
を
表
彰

を
競
う
生
徒
作
品
コ
ン
ク
ー
ル
に
、

「
柿
の
木
の
椅
子
」
を
出
品
し
、

上
位
三
賞
の
一
つ
で
あ
る
林
野
長

官
賞
を
獲
得
し
ま
し
た
。

　

新
井
君
は
、「
木
工
や
プ
ラ
モ
デ

ル
な
ど
、
も
と
も
と
、
も
の
を
作

る
こ
と
が
大
好
き
。
柿
は
も
ろ
い

の
で
、
加
工
に
は
少
し
苦
労
し
ま

し
た
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
三
年
の
篠
塚
羊
君
は
、

木
工
製
作
コ
ン
テ
ス
ト
「
め
ざ
せ

木
工
の
技
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
」
に
、

　

一
月
二
十
六
日
〜
二
十
七
日
に

か
け
て
、
茨
木
県
つ
く
ば
市
で
開

催
さ
れ
た
第
八
回
全
国
中
学
生
創

造
も
の
づ
く
り
教
育
フ
ェ
ア
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

も
の
づ
く
り
の
技
術
を
競
う
こ

の
大
会
で
、
叶
水
中
学
校
（
菅
美

登
校
長
）
二
年
の
新
井
優
太
君
は
、

授
業
で
製
作
し
た
作
品
の
完
成
度

～ 第8回 全国中学生創造ものづくり教育フェア ～
新
井
優
太
君
と
「
柿
の
木
の
椅
子
」（
右
）

篠
塚
羊
君
と
「
マ
ル
チ
ラ
ッ
ク
」（
左
）

東
北
ブ
ロ
ッ
ク
代
表
と
し
て

出
場
し
、
優
秀
賞
を
受
賞
し

ま
し
た
。
コ
ン
テ
ス
ト
は
、

四
時
間
と
い
う
限
ら
れ
た
時

間
内
に
、
木
工
作
品
を
作
ら

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
で
、

篠
塚
君
は
、
マ
ル
チ
ラ
ッ
ク

の
製
作
に
挑
戦
し
ま
し
た
。

　

篠
塚
君
は
、「
校
長
先
生
か

ら
、
ク
ギ
を
使
わ
ず
に
組
み

立
て
る
方
法
を
教
え
て
も
ら

い
、
作
品
づ
く
り
に
挑
戦
し

ま
し
た
。
寸
法
が
合
わ
な
い

部
分
が
あ
っ
て
、
時
間
が
足

り
ず
上
位
入
賞
は
で
き
な

か
っ
た
け
ど
、
全
国
レ
ベ
ル

を
体
感
で
き
て
、
楽
し
か
っ

た
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

�
�
�
�
�
�
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二
月
二
十
六
日
、
小
国
町
臨
時

議
会
が
開
か
れ
、
一
般
会
計
補
正

予
算
に
つ
い
て
審
議
さ
れ
た
ほ
か
、

一
部
事
務
組
合
の
規
約
変
更
な
ど

に
係
る
専
決
処
分
に
つ
い
て
報
告

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
西
置

賜
行
政
組
合
議
会
議
員
の
補
欠
選

挙
が
行
わ
れ
、
高
野
健
人
議
員
、

伊
藤
重
広
議
員
が
選
任
さ
れ
ま
し

た
。

除
雪
経
費
を
追
加

　

町
で
は
、
二
月
一
日
に
「
雪
対

小国町臨時議小国町臨時議会会
　

二
月
二
十
三
日
、
飯
豊
連
峰
保

全
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
、
総
合
セ
ン

タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
は
、
本
町
の
ほ
か
、
新

潟
・
福
島
両
県
の
関
係
団
体
、
環

境
省
な
ど
で
構
成
さ
れ
た
飯
豊
連

峰
保
全
連
絡
会
が
主
催
し
た
も
の

で
す
。
参
加
し
た
約
百
二
十
人
は
、

講
演
や
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
を
と
お
し
て
、
自
然
を
守
る
た

め
に
必
要
な
登
山
道
や
植
生
へ
の

対
策
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

策
連
絡
会
議
」
を
設
置
し
、
雪
害

な
ど
の
情
報
収
集
を
行
い
な
が
ら
、

住
民
の
安
全
確
保
に
努
め
て
い
ま

す
。
今
回
の
補
正
で
は
、
今
冬
の

降
雪
状
況
を
踏
ま
え
、
道
路
や
児

童
福
祉
施
設
な
ど
の
公
共
施
設
に

お
い
て
、
除
排
雪
経
費
の
不
足
が

見
込
ま
れ
る
こ
と
か
ら
、
必
要
経

費
を
追
加
し
た
も
の
で
す
。

　

除
排
雪
経
費
の
補
正
額
は
八
千

百
六
十
万
円
と
な
り
、
補
正
後
の

一
般
会
計
予
算
総
額
は
、
五
十
七

億
七
千
八
百
九
十
万
円
と
な
り
ま

し
た
。

　

二
月
二
十
一
日
、
白
沼
中
学
校

の
生
徒
に
よ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
除

雪
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
十
三
人
の

中
学
生
全
員
が
二
つ
の
グ
ル
ー
プ

に
分
か
れ
、
除
雪
に
困
っ
て
い
る

高
齢
者
宅
の
軒
下
や
玄
関
で
作
業

を
行
い
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
学
校

が
地
域
と
一
体
と
な
っ
て
進
め
て

い
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
「
し
ろ

が
ね
会
」
の
取
り
組
み
の
一
環
と

し
て
行
わ
れ
た
も
の
で
す
。

　

二
月
十
五
日
、
叶
水
小
中
学
校

の
全
児
童
・
生
徒
が
、
叶
水
基
幹

集
落
セ
ン
タ
ー
に
保
管
さ
れ
て
い

る
図
書
の
整
理
を
行
い
ま
し
た
。

図
書
室
で
は
、
九
人
の
小
中
学
生

が
、
地
域
の
か
た
か
ら
寄
贈
さ
れ

た
本
を
、
作
家
や
大
き
さ
ご
と
に

そ
ろ
え
て
い
ま
し
た
。
こ
の
ほ
か

学
校
内
で
も
、
ふ
だ
ん
は
手
が
行

き
届
か
な
い
場
所
の
雑
巾
が
け
な

ど
を
行
い
ま
し
た
。

手際よく作業を進める生徒たち

むずかしい漢字も、子どもたち同士で教え合いながら整理

お
年
寄
り
の
自
宅
を
除
雪

〜
白
沼
中
学
校
〜

基
幹
集
落
セ
ン
タ
ー
で
図
書
整
理

〜
叶
水
小
中
学
校
〜

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

講
演
に
先
立
ち
、
官
民
が
連
携
し
て
進
め
る

保
全
計
画
に
つ
い
て
説
明
が
行
わ
れ
た

美
し
い
飯
豊
連
峰
を未

来
へ
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町
の
食
生
活
改
善
推
進
員
連
絡

協
議
会
が
主
催
す
る
男
性
を
対
象

と
し
た
料
理
教
室
が
、
二
月
十
八

日
、
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
参
加
し
た
七
人
は
、

食
や
料
理
へ
の
関
心
が
高
く
、
そ

れ
ぞ
れ
役
割
分
担
し
て
、
レ
シ
ピ

を
確
認
し
な
が
ら
包
丁
を
に
ぎ
っ

て
い
ま
し
た
。

　

豚
肉
を
使
っ
た
料
理
や
野
菜

ス
ー
プ
な
ど
メ
ニ
ュ
ー
が
次
々
に

完
成
し
、
会
場
は
、
し
ょ
う
が
や

コ
ン
ソ
メ
の
香
り
に
包
ま
れ
て
い

ま
し
た
。

　

食
農
体
験
学
習
講
座
「
味
噌
づ

く
り
体
験
」
が
、
二
月
十
三
日
と

十
五
日
、町
農
産
物
加
工
施
設（
大

宮
）
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
参
加
し

た
二
十
人
は
、
町
農
業
振
興
公
社

の
指
導
を
受
け
な
が
ら
、
糀
菌
の

す
り
込
み
と
、
豆
と
糀
の
仕
込
み

作
業
を
体
験
し
ま
し
た
。
今
で
は

自
家
製
味
噌
を
作
る
家
庭
が
少
な

い
た
め
、
参
加
者
の
ほ
と
ん
ど
が

初
め
て
の
体
験
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
回
仕
込
ん
だ
味
噌
は
、
そ
れ

ぞ
れ
の
家
庭
で
寝
か
せ
、
十
月
頃

に
完
成
す
る
予
定
で
す
。

�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�

　

二
月
十
日
〜
十
一
日
、
国
民
宿

舎
飯
豊
梅
花
皮
荘
を
主
会
場
と
し

て
、
小
玉
川
マ
タ
ギ
衆
が
主
催
す

る
「
体
験
！ 
冬
の
マ
タ
ギ
生
活
」

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
県
内
外
か
ら

参
加
し
た
十
七
人
は
、
一
泊
二
日

の
日
程
で
、
地
元
の
マ
タ
ギ
と
と

も
に
、
昔
か
ら
続
く
小
玉
川
地
区

の
冬
の
生
活
を
体
験
し
ま
し
た
。

　

初
日
は
、
カ
ン
ジ
キ
を
履
い
て
、

マ
タ
ギ
と
一
緒
に
ウ
サ
ギ
狩
り
を

行
い
ま
し
た
。
勢
子
と
な
っ
た
参

加
者
は
、
大
き
な
か
け
声
と
と
も

に
、
雪
を
踏
み
し
め
雪
山
に
登
り
、

夜
は
、
協
力
し
て
獲
っ
た
ウ
サ
ギ

汁
を
味
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

　

翌
日
に
は
、
山
の
神
に
祈
り
を

さ
さ
げ
る
地
域
の
伝
統
行
事
「
山

日
待
」
に
参
加
し
、
祭
壇
に
供
え

る
カ
ラ
コ
づ
く
り
に
も
挑
戦
し
ま

し
た
。

勢子となった参加者は、雪をかきわけ木立を進む

　

米
粉
づ
く
り
か
ら
行
っ
た
カ
ラ
コ
づ
く
り

味噌づくりだけでなく、糀づくりも体験

地
元
マ
タ
ギ
衆
と
交
流
を
深
め
る

〜
冬
の
マ
タ
ギ
生
活
体
験
〜
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おお 知知 らら せせ ココ ーー ナナ ーー 皆さんの声をお寄せください
町長室専用メール　ｓｈｉｒｏｉｍｏｒｉ＠ｔｏｗｎ.ｏｇｕｎｉ.ｙａｍａｇａｔａ.ｊｐ
町長室専用ＦＡＸ　� ６２－２６１１

募

集

募

集

平
成　

年
度
町
職
員
募
集

２０

■
募
集
職
種
及
び
人
員

　

薬
剤
師　

１
人

■
受
験
資
格　

昭
和　

年
４
月
２
日
以

５２

降
に
生
ま
れ
た
か
た
で
、
薬
剤
師
免

許
を
有
す
る
か
た
（　

年
４
月
ま
で

２０

に
取
得
見
込
み
の
か
た
を
含
む
）

　
　

な
お
、
以
下
の
項
目
に
該
当
す
る

か
た
は
受
験
で
き
ま
せ
ん
。

▼
日
本
国
籍
を
有
し
な
い
か
た

▼
地
方
公
務
員
法
第
十
六
条
に
該
当
す

る
次
の
か
た

・
成
年
後
見
人
又
は
被
保
佐
人

・
禁
固
以
上
の
刑
に
処
せ
ら
れ
、
そ
の

執
行
が
終
わ
る
ま
で
又
は
執
行
を
受

け
る
こ
と
が
な
く
な
る
ま
で
の
か
た

・
日
本
国
憲
法
又
は
そ
の
下
に
成
立
し

た
政
府
を
暴
力
で
破
壊
す
る
こ
と
を

主
張
す
る
政
党
・
そ
の
他
団
体
を
結

成
し
、
ま
た
は
こ
れ
に
加
入
し
た
か

た　

な
ど

■
試

験

日　

４
月　

日
�

１５

■
試
験
会
場　

小
国
町
役
場

■
試
験
内
容　

作
文
及
び
面
接
試
験

■
受
験
方
法　

採
用
試
験
申
込
書
は
、

３
月
３
日
�
か
ら　

日
�
の
午
前
８

２８

時　

分
〜
午
後
５
時
ま
で
、
役
場
総

３０
務
企
画
課
で
交
付
し
ま
す
。

　
　

郵
便
で
請
求
す
る
場
合
は
、
封
筒

の
表
に
「
採
用
試
験
申
込
書
請
求
」

と
朱
書
き
し
、
三
百
三
十
円
切
手
を

貼
っ
た
返
信
用
封
筒
（
宛
先
明
記
・

角
２
）
を
同
封
し
、
総
務
企
画
課
あ

て
に
請
求
し
て
く
だ
さ
い
。

■
受
付
期
間　

３
月
３
日
�
〜　

日
�

２８

の
午
前
８
時　

分
〜
午
後
５
時（
土
・

３０

日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
。
郵
送
の
場

合
は
、　

日
�
必
着
）

２８

■
採
用
予
定
日　

５
月
１
日

■
申
込
・
問
合
先　

総
務
企
画
課
へ

町
営
住
宅
入
居
者
募
集

■
募
集
住
宅

　

岩
井
沢
勤
労
者
住
宅　

３
Ｄ
Ｋ
１
戸

■
募
集
期
間　

３
月
３
日
�
〜　

日
�

１０

■
対　
　

象　

町
内
で
勤
務
さ
れ
て
い

る
か
た

■
入
居
時
期　

４
月
上
旬

■
家　
　

賃　

四
万
二
千
円

■
敷　
　

金　

家
賃
の
三
カ
月
分

■
申
込
・
問
合
先　

地
域
整
備
課
へ

ス
プ
リ
ン
グ
ス
ポ
ー
ツ
教
室

■
日　

時　

３
月　

日
�
、　

日
�

２５

２６

　
　
　
　
　

午
後
２
時
〜
午
後
４
時

（
い
ず
れ
か
１
日
だ
け
の
参
加
も
で
き

ま
す
）

■
場　

所　

町
民
体
育
館

■
対
象
者　

小
学
１
〜
３
年
生

■
講　

師　

飯
豊
少
年
自
然
の
家
の
講

師
や
、
小
国
町
体
育
指
導
員
が
指
導

に
あ
た
り
ま
す
。

■
内　

容　

ド
ッ
チ
ビ
ー
な
ど
の
レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン

■
持
参
す
る
も
の　

内
履
き
、
タ
オ
ル

■
申
込
方
法　

保
険
料
（
１
日
あ
た
り
十
八
円
）
を

添
え
て
、
３
月　

日
�
ま
で
に
、
町

１４

民
体
育
館
に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

■
そ

の

他　

小
国
小
学
校
以
外
の
児

童
を
対
象
に
送
迎
バ
ス
を
運
行
し
ま

す
。

■
申
込
・
問
合
先　

町
民
体
育
館
へ

ぼ
か
し
肥
料
を
仕
込
み
ま
す

　

米
ぬ
か
、
油
か
す
な
ど
の
有
機
肥
料

を
発
酵
さ
せ
て
つ
く
る「
ぼ
か
し
肥
料
」

は
、
安
全
な
肥
料
で
あ
る
ば
か
り
で
な

く
、
土
の
中
の
微
生
物
を
活
性
化
さ
せ

て
、
良
質
な
土
壌
を
つ
く
る
効
果
が
あ

り
ま
す
。

■
日　

時　

３
月
７
日
�

　
　
　
　
　

午
前
９
時
〜　

時
１１

■
場　

所　

Ｊ
Ａ
山
形
お
き
た
ま
小
国

営
農
セ
ン
タ
ー

■
参
加
料　

二
千
五
百
円

（
４
月
下
旬
ま
で
発
酵
さ
せ
四
十
�
を

分
配
し
ま
す
）

■
講　

師　

元
県
農
業
改
良
普
及
員

　
　
　
　
　

齋
藤
恒
助
氏

■
受
付
期
限　

３
月
６
日
�

■
申
込
・
問
合
先　

Ｊ
Ａ
お
き
た
ま
営

農
セ
ン
タ
ー
内
ぶ
な
の
森
エ
コ
倶
楽

部
事
務
局
（
�　

―
５
５
８
８
）
へ

６２

平
成　

年
度
歌
会
始
詠
進
歌
募
集

２１

■
お　

題　
「
生
」（「
生
」
の
文
字
を
使

用
し
て
い
れ
ば
、
詠
み
か
た
は
、
音

読
・
訓
読
を
問
い
ま
せ
ん
）

■
詠
進
要
領

・
お
題
を
詠
み
込
ん
だ
、
自
作
の
短
歌

で
未
発
表
の
も
の

・
一
人
一
首
と
し
ま
す

・
用
紙
は
、
習
字
用
半
紙
を
横
長
に
使

用
し
、
毛
筆
で
直
筆
し
て
く
だ
さ
い

■
受
付
期
限　

９
月　

日
�

３０

■
郵
送
先　

　

〒
１
０
０
―
８
１
１
１　

宮
内
庁

お 知 ら せ コ ー ナコ ー ナ ーー

書式図（横長） 

お
題 

「

生

」 

、
、
、
、
、
、 

、
、
、
、
、
、 

〒 

住
　
　
所 

電
話
番
号 氏

　
　
名 

生
年
月
日 

職
　
　
業 ふ

り
が
な

 

（
山
折
り
） 



13

おお 知知 らら せせ ココ ーー ナナ ーー

催

し

催

し

お 知 らお 知 ら せせ　 コ ー ナ ー

ご
案
内

ご
案
内

今月の町長と語る日は３月２１日�です。
お気軽においでください。

■
問
合
先　

宮
内
庁
式
部
職
あ
て
に
、

切
手
を
貼
っ
た
返
信
用
封
筒
を
添
え

て
、
９
月　

日
�
ま
で
に
、
郵
送
で

２０

問
い
合
せ
て
く
だ
さ
い
。

■
参
加
費　

無
料

■
問
合
先　

置
賜
保
健
所
（
�
０
２
３

８
―　

―
３
０
０
１
）
へ

２２

異
動
の
時
期
で
す

各
種
手
続
き
を
忘
れ
ず
に

　

住
民
異
動
届
け
の
際
に
は
、
次
の
手

当
の
認
定
請
求
、
資
格
喪
失
手
続
き
、

住
所
変
更
手
続
き
な
ど
を
忘
れ
ず
に

行
っ
て
く
だ
さ
い
。

【
児
童
手
当
】

　

転
出
の
際
、
後
日
未
払
い
分
の
手
当

て
支
給
が
あ
る
場
合
に
は
、
後
日
送
付

さ
れ
る
児
童
手
当
支
給
事
由
消
滅
通
知

書
に
よ
り
、
支
給
の
確
認
を
し
て
か
ら
、

振
込
指
定
口
座
の
解
約
手
続
き
を
し
て

く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
引
き
続
き
児
童
手
当
を
受
け

る
に
は
、
転
入
先
の
市
区
町
村
で
、
新

た
に
申
請
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
異

動
日
よ
り　

日
以
内
に
手
続
き
を
し
な

１５

い
と
、
手
当
を
受
け
ら
れ
な
い
月
が
あ

り
ま
す
の
で
、
転
入
届
け
と
同
時
に
申

請
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
そ
の
際　
１９

年
１
月
１
日
現
在
の
住
所
地
で
の
「　
１８

年
分
児
童
手
当
用
所
得
証
明
書
」
が
必

要
で
す
。
小
国
町
で
転
出
届
を
す
る
際

に
請
求
取
得
し
て
く
だ
さ
い
。

　

受
給
者
が
、
単
身
赴
任
等
で
国
内
に

転
出
し
た
場
合
、
児
童
が
小
国
町
に
住

所
を
有
し
て
い
て
も
、
受
給
者
の
転
出

先
で
新
た
に
申
請
し
、
受
給
す
る
こ
と

と
な
り
ま
す
。
受
給
者
が
、
単
身
赴
任

等
で
海
外
に
転
出
し
た
場
合
に
は
、
小

国
町
で
児
童
を
養
育
し
て
い
る
か
た
が

受
給
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
、「
認

定
請
求
書
」
の
提
出
が
必
要
と
な
り
ま

す
。

【
児
童
扶
養
手
当
及
び

特
別
児
童
扶
養
手
当
】

　

転
出
の
際
、
小
国
町
で
住
所
変
更
届

け
の
提
出
が
必
要
で
す
。
引
き
続
き
、

手
当
て
を
受
け
る
に
は
、
転
入
先
で
住

所
変
更
届
け
が
必
要
で
す
。

【
小
国
町
母
子
家
庭
等
修
学
費
】

　

転
出
の
際
、
母
子
家
庭
等
修
学
費
受

給
資
格
消
滅
届
の
提
出
が
必
要
で
す
。

■
問
合
先　

健
康
福
祉
課
へ

平
成　

年
度
く
り
え
い
と
工
房

２０

再
生
品
を
お
譲
り
し
ま
す

　

千
代
田
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
く
り
え

い
と
工
房
で
は
、
循
環
型
社
会
を
実
現

す
る
た
め
、
粗
大
ゴ
ミ
と
し
て
搬
入
さ

れ
た
家
具
や
自
転
車
を
修
理
再
生
し
、

必
要
な
か
た
に
、
抽
選
の
う
え
無
料
提

相相 談談 供
し
て
い
ま
す
。

■
対
象
者　

置
賜
在
住
の
か
た

■
料　

金　

無
料

■
展
示
場
所　

千
代
田
ク
リ
ー
ン
セ
ン

タ
ー
（
高
畠
町
）

■
展
示
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
と
抽
選
日

※
展
示
に
つ
い
て
は
、
日
曜
・
祝
日
を

除
く
午
前
９
時
か
ら
午
後
４
時
ま
で

と
し
ま
す
。

■
問
合
先

千
代
田
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
（
�
０

２
３
８
―　

―
４
０
０
４
）
へ

５７

直
江
兼
続
公
開
講
演
会

■
日　

時　

３
月　

日
�

２２

　
　
　
　
　

午
後
２
時　

分
〜
４
時

３０

■
場　

所　

伝
国
の
杜
（
米
沢
市
）

■
講
演
内
容　

直
江
兼
続
の
文
教
政
策

に
み
る
国
づ
く
り
（
講
師
・
米
沢
直

江
會
会
長　

小
山
田
信
一
氏
）

■
対
象
者　

ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま

す
の
で
、
当
日
、
直
接
会
場
に
お
越

し
く
だ
さ
い
。

年金相談

■日　時　３月１９日�
　受　付　９：３０～１４：３０
　相　談　１０：３０～
■場　所　役場町民相談室
■対応者　社会保険事務所職員
■問合先　町民課へ

人権相談

■日　時　３月２１日�
　受　付　１０：００～１２：００
■場　所　総合センター
■対応者　人権擁護委員
■問合先　町民課へ

無料メンタル・健康相談

■日　時　４月１０日�
　　　　　１３：３０～１５：００
■場　所　置賜地域産業保健セ

ンター（米沢市）
■問合先　米沢市医師会
　（�０２３８－２３－５５１５）へ

公開抽選日展示期間

５月１３日�
４月３日�～
５月１０日�

第１回

７月８日�
６月３日�～
７月５日�

第２回

９月９日�
８月１日�～
９月６日�

第３回

１２月９日�
１０月１５日�～
１２月６日�

第４回



14

  
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
か
ら  

☆
あ
そ
び
の
広
場
☆

■
日　

程

３
月
４
日
、　

日
、　

日
子
育
て
講

１１

１８

座
「
お
別
れ
会
」、　

日
２５

■
時　

間　

午
前　

時
〜　

時　

分

１０

１１

３０

■
場　

所　

健
康
管
理
セ
ン
タ
ー

■
対
象
者　

０
歳
か
ら
入
園
前
の
お
子

さ
ん
と
お
家
の
か
た

☆
な
か
よ
し
広
場
☆

■
日
程
と
場
所

　

３
月
６
日　

総
合
セ
ン
タ
ー

就業時間年 齢求人数職       種事  業  所  名
８：３０～１７：３０ほか５９歳以下３人看護師・准看護師医 療 法 人 社 団 緑 愛 会

介護老人保健施設かがやきの丘
７：００～１６：００ほか不問２人グループホーム介護員
９：００～１５：４５不問１人調理師
８：００～１７：００不問１人土木施工管理技士遠 藤 建 設 �
８：３０～１７：３０不問２人電気部品製造ひ さ ご 電 材 � 小 国 工 場
８：００～１７：００３５歳以下２人内・外線工事作業員猪 野 電 気 工 事 �
８：３０～１７：３０不問２人営業・販売・整備工合資会社 山 佐 佐 藤 農 機 店
８：４５～１８：００不問１人食堂係

� 蔵 王 ス ト ア ー ８：４５～１８：００不問１人レジ係
７：３０～１７：００ほか不問１人スタンド給油・配達業務小 国 町 森 林 組 合 ７：３０～１７：００不問１人運転業務
９：００～１８：００不問１人パソコン業務

� ケ イ － プ ロ ダ ク ツ ９：００～１８：００不問１人自動車販売・整備
８：００～１７：００１８歳以上５人警備業務（正社員）ＤｏＣｏＤｅＭｏ グ ル ー プ � ８：００～１７：００１８歳以上５人警備業務（準社員）
８：３０～１６：４５ほか不問６人マシンオペレーター� 井 上 製 作 所
８：００～１７：００不問２人土木施工管理技士� 船 山 工 務 店
９：００～１８：００ほか３５歳以下２０人販売員� コ メ リ 新 潟 地 区 本 部
８：３０～２２：００不問１人調理師及び見習い味処 藤 よ し １７：００～２２：００不問１人ホール、接客
９：１５～１７：００不問１０人特別営業職

アクサ生命保険�長井営業所 ９：１５～１７：００不問１０人ルート営業
９：１５～１７：００不問１０人特別営業職
８：００～１６：４５ほか不問５人配送及び給油所業務�ジェイエイサービスおきたま
８：００～１７：００不問１人一般事務員

大 河 内 産 業 � ８：００～１７：００不問３人ダンプ・重機運転士
８：００～１７：００不問３人砂利プラント運転士
８：００～１７：００不問１人型枠大工

安 部 工 業 � ８：００～１７：００不問１人重機オペレーター
８：００～１７：００不問１人一般作業員
８：００～１７：００不問２人電気工事ハ イ コ ー �
８：５０～１７：３０不問１人薬剤師電 興 �
８：００～１７：００不問２人測量助手� 小 国 測 量 設 計 事 務 所
９：００～１７：００不問５人生命保険コンサルタント第一生命保険相互会社坂町支部
８：３０～１６：４０ほか不問５人半導体製造装置製造�ジャパンクリエイトスタッフ山形営業所
８：３０～１６：４０ほか不問２人石英ガラスの洗浄作業�アイコンワールド新潟営業所
９：００～１８：００不問１人社内システムの設計、開発� シ ー テ ッ ク 山 形 営 業 所
８：００～１７：００不問１人農産物加工�新股・河原角農畜産物加工施設

１７：００～２１：００ほか不問１人接客酒味庵 ま つ ば ら
９：００～１３：００ほか不問３人コンビニ・カラオケ店員�コンビニステーションオレンジ

　左の表は２月１５日現在の新規求人
の内容です。無効になっている場合
もありますので了承ください。この
ほかの求人情報は、ハローワーク長
井（�８４－８６０９）へ

求 人 情求 人 情 報報

　

３
月　

日　

お
ぐ
に
保
育
園

１３

■
時　

間　

午
前　

時
〜　

時　

分

１０

１１

３０

■
対
象
者　

０
歳
か
ら
入
園
前
の
お
子

さ
ん
と
お
家
の
か
た

☆
こ
ど
も
愛
ラ
ン
ド
☆

■
日　

時　

３
月
８
日
�

　
　
　
　
　

午
前
９
時　

分
〜　

時

３０

１２

■
場　

所　

健
康
管
理
セ
ン
タ
ー

■
内　

容　

親
子
体
操
、
記
念
工
作

■
申
込
期
限　

３
月
６
日
�

■
対
象
者　

お
お
む
ね
２
歳
か
ら
の
お

子
さ
ん
と
お
家
の
か
た

■
問
合
先　

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
へ

ホームページアドレス　http://www.town.oguni.yamagata.jp　  携帯電話向けサイト　http://www.town.oguni.yamagata.jp/m/index.html
総合センター（教育委員会事務局）�６２－２１４１　小国町健康管理センター（健康福祉課）�６１－１０００　子育て支援センター�６２－２３３０
町民体育館�６２－５４２１　町立病院�６１－１１１１　老人保健施設�６１－１２００
癒しの園ホームページアドレス　http://www3.ic-net.or.jp/̃ognihs12/iyashinosonoindex.htm

■日　時　４月２５日�
　　　　　１３：００～１６：３０
■場　所　山形ビッグウイング
　　　　　（山形市）
■内　容　複数企業との面談、
就職相談コーナーなど

■対象者　大学、短大、高専、
専修学校などの平成２１年３月
卒業予定者

■問合先
　山形県若者就職支援センター
　（�０２３－６４７－０３６３）へ

＊＊＊新刊図書＊＊＊
◇楊令伝１～３ 北方　謙三
◇私の男 桜庭　一樹
◇警官の血 佐々木　譲
◇森の愉しみ 柿崎ヤス子
◇汚れおとし大事典 佐光　紀子
◇早わかり急変ノート 尾野　敏明
◇大工が教えるほんとうの家づくり
 阿保　昭則
◇キミのためにできること 宮本　延春
◇ゆび編み
◇江原啓之本音発言 江原　啓之
※ほか多数入荷しました。

今月の休館日：３月２０日（祝日）、毎週月曜日

開館時間　午前９時30分～午後６時

総合センター図書室から 総合センター図書室から 

��������	��
�������	
��
�
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小国町役場�６２－２１１１�　ＦＡＸ６２－５４６４　行政管理室�６２－２１１２　政策企画室�６２－２２６４
住民窓口担当・町民生活担当�６２－２２６０　国保医療担当�６２－２２６１　税政管理室�６２－２４０３　出納室�６２－２４０６
農村振興室�６２－２４０８　商工観光室・森林セラピー推進室・地域経営室�６２－２４１６
建設管理室・上下水道室�６２－２４３１　建設技術室�６２－２４３２　議会事務局�６２－２４４８

保健カレンダー 
場　　所対　　象受付時間乳幼児健診月日

健康管理センター
※持ち物　母子健康
手帳、問診票（３歳
児健康診査のみ）

１６年８月～１０月生まれ１２：３０～１３：００３歳児健康診査４／１８

１９年１２月まれ
１３：００～１３：１５

４カ月児健康診査
４／２５

１９年４月生まれ１歳児健康診査

■問合先　健康福祉課へ

�������	
��
�����
���
　平成２０年度から、保険料は月額 １４，４１０円になります。
　年間の保険料を一括で前納すると、
　　　現金払いの場合は、年間 ３，０７０円お得です
　　　口座振替の場合は、年間 ３，６２０円お得です
　口座振替で４月から前納するためには、３月７日�までに、
米沢社会保険事務所に申し込みが必要ですので、早めに手続き
をしてください。
　なお、すでに口座振替で前納されているかたについては、届出の必要はありません。

�������	
��
��������
　「ねんきん特別便」などに対する相談業務や手続きに対応するため、県内全ての社会
保険事務所で、年金相談窓口の休日開庁と平日夜間の相談時間延長を行っています。
仕事などで、日中相談できないかたは、ぜひご利用ください。
　■休日開庁日時
　　３月８日�　９：３０～１６：００
　　３月９日�　９：３０～１６：００
　■相談時間の延長
　　平日　８：３０～１９：００
　■相談の際に必要な書類
　　・郵送されている「ねんきん特別便」
　　・年金受給者のかたは年金証書、被保険者のかたは年金手帳
　　（年金証書及び年金手帳を持参できない場合は、免許証や保険証

など身分を証明できるものを持参してください）
　　・印鑑
　　・代理人のかたが相談される場合は、委任状が必要です
　　・加入記録に訂正がある場合には、可能な限り年金加入記録照会票に、必要事項

を記入のうえ持参してください

�������	
��
�������������������
　２月より、クレジットカードでの支払申し込みを受け付けています。クレジットカー
ド払いは、事前に専用の申込用紙を提出していただくことで、カード会社が保険料を
支払うものです。保険料は、後日、カード会社からカード所有者に請求されます。な
お、過去の未払い分については、利用することができません。
※詳しいことは、町民課または米沢社会保険事務所（�０２３８－２２－４２２０）へ

国民年金についてのお知らせ
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人口のうごき
人  口　男 … 4,620人 (－ 5 )

女 … 4,861人 (＋ 1 )
計 … 9,481人 (－ 4 )

世帯数 　　3,265世帯 (＋4 )
平成20年1月31日

誕生おめでとうございます。

ま な と

兵 庫 舘 安　部　愛　叶
幸　弘
裕　子（

さ あ や

岩 井 沢 須　藤　紗　綾
学　俊
美香子（

あ ゆ み

岩 井 沢 髙　橋　歩　未
謙　作
美和子（

み 　 あ

岩 井 沢 山　﨑　心　愛
　稔　
綾　子（

み ゆ ね

兵 庫 舘 新　野　美優音
智　光
春　香（

結婚おめでとうございます。

緑 町
南 陽 市

佐　藤　欣　彦
佐　貝　美　奈（

　 北 　
　 北 　

武　井　裕　也
佐々木　千　尋（

貝 少
緑 町
東 原
足 野 水
緑 町
小 国 町
沼 沢
東 原
若 山

(76)
(71)
(83)
(89)
(82)
(83)
(68)
(84)
(69)

おくやみ申し上げます。

兵 庫 舘
増 岡

安　部　和　幸
新　野　早　苗（

佐　藤　四　郎
安　部　清　子
伊　藤　長　松
中津川　一　郎
小池　夘左エ門
須　貝　ち　よ
井　上　金　子
鈴　木　　優　
　今　　　守　

　サークルやスポーツ団体など、グループで
活動しているかたがたを紹介していきます。
今月は「サザンクロス」。
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２月２３日には、バリ舞踊ワークショップを開催

　

特
集
の
取
材
を
進
め
る
う

ち
、以
前
、あ
る
か
た
が
言
っ

て
い
た
「
交
流
と
は
、
来
て

も
ら
う
だ
け
で
な
く
、
自
ら

出
向
く
姿
勢
も
重
要
」
と
い

う
言
葉
を
思
い
出
し
ま
し
た
。

物
事
の
見
方
を
変
え
、
新
た
な
発
想

が
必
要
な
時
に
は
、
固
定
観
念
に
と

ら
わ
れ
な
い
か
た
が
た
と
の
、
幅
広

い
関
係
づ
く
り
か
ら
、
別
の
解
決
策

が
見
つ
か
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

さ
て
、
自
身
を
ふ
り
返
っ
て
み
る
と
、

行
き
詰
ま
っ
て
い
る
時
ほ
ど
、「
〜
し

て
ほ
し
い
」
と
い
う
気
持
ち
が
出
て

し
ま
い
が
ち
。
自
分
が
手
を
借
り
た

い
時
ほ
ど
、
相
手
に
手
を
さ
し
の
べ

る
姿
勢
を
忘
れ
た
く
な
い
も
の
で
す

ね
。 

（
片
桐
）
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